
（様式－１ 表紙） 

 
 

 １ 調査名称：能登町都市計画道路網再編計画策定業務 

 

 

 

 ２ 調査主体：能登町 

 

 

 ３ 調査圏域：能都都市計画区域及び内浦都市計画区域内 

 

 

 ４ 調査期間：平成２５年度 

 

 

 ５ 調 査 費： ５，４００千円 

（総合都市交通体系調査） 

 

 ６ 調査概要： 

本町においては、人口の減少及び少子高齢化が顕著になっており、今後予想され

る人口構造の変化や交通需要の変化を見据え、必要な社会基盤の充実や交通政策の

推進が必要である。 

交通需要の変化等の社会情勢の変化に対応するため、現況都市計画道路網におけ

る見直しを行い、必要性・事業性を検討し、まちづくりの方向性にあわせた都市計

画道路網の形成を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（様式－２ａ 調査概要） 

 

Ⅰ 調査概要 

 

 １ 調査名：能登町都市計画道路網再編計画策定業務 

 

 

 

 

 ２ 報告書目次 

 

  １．都市計画道路見直しの背景と目的 

 

  ２．能登町の都市計画道路の現状 

   ２－１ 都市計画道路の整備状況 

   ２－２ 関連地区人口の推移 

   ２－３ 一般会計決算の推移 

   ２－４ 上位計画の位置付け 

 

  ３．都市計画道路見直しの流れ 

 

  ４．見直し対象路線区間の抽出 

 

  ５．交通量調査結果 

 

 

 



                                                      （様式－２ｂ 調査概要） 

 

 ３ 調査体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４ 委員会名簿等 

 

委員長 高山 純一 金沢大学教授 

委 員 

酒屋 利信 能登町商工会会長 

八幡 一彦 能登町町会区長会連合会 能都支部長 

道 下  薫 能登町町会区長会連合会 内浦支部長 

北 野  修 小木地区区長 

角  弘 子 能登町婦人団体協議会会長 

松 本   泉 能登町婦人団体協議会 内浦支部長 

桑名 幸子 宇出津地区婦人会会長 

宮田 正弘 石川県土木部都市計画課長 

細川 明彦 石川県奥能登土木総合事務所長 

 

能登町都市計画審議会 

（会長 能登町商工会長 酒屋 利信） 

能登町都市計画道路見直し検討委員会 

（委員長 金沢大学教授 高山 純一） 

能登町都市計画道路見直し検討委員会 事務局 

（能登町建設課都市整備係） 



（様式－３ａ 調査成果） 

 

Ⅱ 調査成果 

 

 １ 調査目的 

本町における都市計画決定後、長期間未着手の都市計画道路について、現在の情勢に照

らし合わせ、計画の必要性や事業実現性を評価し、計画の継続、変更、廃止等の見直し

の方向性を策定する。 

 

 

 ２ 調査フロー 

 

  

 

 

  

業務計画・準備 

都市計画道路見直しの背景・整理 

現況交通量調査 

見直し対象路線の抽出（STEP1） 

見直し対象路線区間の現況調査 

ネットワーク上での重要性評価（STEP2） 

必要性・事業性の定量評価（STEP3） 

必要性・事業性の定性評価（STEP4） 

評価カルテの作成 

報告書とりまとめ 
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３ 調査圏域図  

 
  



（様式－３ｂ 調査成果） 

 

 

４ 調査成果 

 

 別紙のとおり 














